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調査対象者数   R4.9月 ６２社   R5.1月 ４９社 
 
回答業種 
 ９月 １月 
建設業 １４  ８ 
製造業 １５ １１ 
運輸・郵便業  ３  ２ 
卸売・小売業 １８ １７ 
不動産業  １  １ 
宿泊・飲食サービス業  ７  ５ 
生活関連サービス業  １  １ 
サービス業  ２  ４ 
教育・学習支援業  １  ０ 
 
 
□ 景況感について 

昨年の今頃と比べた貴社の現状について 

 良い            悪い 

売上高 １．増加 ２．不変 ３．減少 

 Ｒ４年９月 27.4% 22.6％ 50％ 

 Ｒ５年１月 36.7％ 18.4% 42.9％ 

販売（受注）数量 １．増加 ２．不変 ３．減少 

 Ｒ４年９月 21％ 27.4％ 50％ 

 Ｒ５年１月 32.7% 26.5% 38.8% 

販売（受注）単価 １．上昇 ２．不変 ３．低下 

 Ｒ４年９月 43.5％ 35.5％ 16.1％ 

 Ｒ５年１月 44.9％ 38.8％ 14.3％ 

原材料・商品仕入単価 １．低下 ２．不変 ３．上昇 

 Ｒ４年９月 1.6％ 12.9％ 83.9％ 

 Ｒ５年１月 0% 6.1% 91.8％ 

採算（経常利益） １．好転 ２．不変 ３．悪化 

 Ｒ４年９月 8.1％ 41.9％ 45.2% 

 Ｒ５年１月 10.2％ 32.7％ 55.1％ 

資金繰り １．好転 ２．不変 ３．悪化 

 Ｒ４年９月 4.8％ 64.5％ 27.4％ 

 Ｒ５年１月 2.0％ 57.1％ 38.8％ 

 

 

 



 売上、数量、単価は増加している。この要因は道の駅開業や全国旅行支援等の観

光施策の効果が大きいことと価格転嫁できた事業者は販売単価を上げたためであ

る。 

 一方、仕入、採算、資金繰りは悪化している。エネルギーコスト増と企業物価の

上昇が反映されていると思料する。 

 特に、採算と資金繰りの悪化は今後ゼロゼロ融資の返済が始まると更なる悪化が

拡大すると見込まれる。これらは、漁獲量の減少、エネルギーコストの増加等が大

きく表れた結果である。加えて、本地域においては東日本大震災での再建債務とコ

ロナ債務、東日本大震災以前の債務の三重負担となっているので、いつ経営破綻し

てもおかしくない状況下であると思料する。 

 経営破綻しないように、新たなビジネスモデル確立と生産性向上が喫緊課題であ

る。 


